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ま え が き

太陽コンサルタンツ株式会社は､社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会(ADC

A)の補助金を得て､平成3年12月7日から12月16日までの10日間に亘り､コートジボ

アール国の漕概農業開発計画の基礎調査を行った｡

コートジポア-ル国は西アフリカのギニア湾(大西洋)に面する､国土面積32.2万平方

キロメートル､人口1,209万人(1989年)の共和国である｡

1960年8月にフランスから独立して以来人口が急増し､ 30年間で約3.6倍となったが,

国内の増加だけでなく周辺のサヘル諸国からの多数の移民労働者の流入があった｡また､

近年都市人口が急増し､農村人口は1970年の77%から1989年の57%-と大幅に減少した｡

コートジボアール国の農業は､コーヒー､カカオ､綿花等の加工農産物が国の経済を支

える主要な輸出品目となっている一方､需要が増加傾向にある主要穀物の米､小麦はその

多くを輸入で賄っている状況にある｡

このために政月割ま､食糧の自給対策の一つとして米の生産量を増大することを5カ年計

画(1981/85)の中で強調するようになった｡ 特に赤道気候(熱帯雨林)とサバンナ気

候の遷移地域にあり農業生産が不安定な国の中央部及び北部サバンナ地域において港概農

業開発を促進している｡

本調査地区は国の中央部に位置するプアケ県内のチエビス地区である｡本地区は1976年

に当時のAVB (バンダマ川流域開発公社)によって実施されたもので､カン川に建設され

たダム(12百万トン)を水源として主に果物の生産を中心とする港概プロジェクトとして

始まったものである｡

しかしながら､パイナップルの価格低下による運営資金の行き詰まりや地区内の濯概シ

ステムが複雑､高度で農民による運営ができなかったこと等により､ 1986年に本プロジェ

クトは全般的にストップし､現在はダム下流のわずかの水田地帯に重力遵概を行っている

のみである｡



コートジボアール国政府は､このような状況に鑑み､既存のダムや他の濯概施設等を有

効利用し､当地区において主に米作を中心とした農業プロジェクトを再興する計画に至っ

たものである｡

チエビス地区濯概プロジェクトが再び実施されることは､食糧増産､自給という政府の

農業政策の一助となるのみならず､当地域の農業生産性を高め農民の安定収入に貢献する

ものと期待される｡

本調査の実施にあたり､在コートジボアール日本大使館の稲田一等書記官並びに農業畜

産資源省の石田専門家には多大なご支援を賜りましたことを付記し､深く感謝申し上げま

す｡

平成4年3月

太陽コンサルタンツ株式会社
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1. 背 景

1.1国の概況

コートジボアール国は西アフリカのギニア湾沿いの北緯5o -loo
､西経3o

-8 oに

位置し､国土面積は322,463 km2を有する｡地形は概して平坦で､ギニア湾岸から内陸へ

200-300 k皿までは標高0-200mの森林に覆われた海岸平野または段丘の低い丘陵が続い

ている｡内陸に入るにつれて徐々に高度を増し､標高600-700mの高原となるがやがてニ

ジェール川流域(北の国境)の谷-と下降する｡

国土面積32. 2百万haのうち陸地面積は31. 8百万haで､この内の約12%が耕地及び永年作

物に利用されている｡

コートジボアール国はその気候と植生の分布より､南から北に向かって(1)ギニア湾

沿岸の中央部から東部に延びる30km幅の狭い海岸地域､ ( 2 ) 300 km幅で約12万km2をカ

バーする赤道森林地域､ (3)北はスーダン気候､南は赤道気候に接し中央はその遷移気

候を有するサバンナ地域､の3地域に区分される｡

人口は12. 1百万人(1989年)で､年間の人口増加率は3.5% (1980年以降)と比較的高

い｡人口密度は37人/kJB2であるが地域的な格差は大きく､南部及びアビジャン周辺では

58. 0人/km2であるが東部では8.4人/km2
､北部及び中央部では16.4人/kln2となって

いる｡ (1975年センサス)

1960年8月にフランスから独立して以来人口が急増し､当時の336万人が1989年には

1,209万人と約3.6倍になったが(この間の年平均増加率4.5% )
､国内の人口増加だけ

でなく､周辺のサヘル諸国から多数の移民労働者の流入があった｡また都市人口が急激に

増加し､農村人口は1970年の76. 5%から1989年の56. 7% -と大幅に減少した｡

1988年におけるGDPは99.5億ドルで一人当たり857ドルである｡ GDPの実質成長率

は1983-1988年の期間で-6.1%から5.4%に急増した｡この経済成長は主に､ (1)総輸出

額の3分の2を占めるコーヒー､カカオ､木材の輸出額が増加した､ (2)サバンナ地域

が安定した降雨に恵まれた､ (3)国家資本32別こ対し60.5%の外国資本が投入された

(1984年).
､等に因る｡
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1.2 農業の概況

コートジボアール国において農業部門は国の経済を支える主要な生産要素の一つである

とともに､農産物の輸出は重要な国の外貨資源となっている｡とりわけ綿花､コーヒー､

カカオ等の加工農産物は輸出産業の要となっている｡現在､コーヒーは生産･輸出で世界

第5位､カカオは同第1位を占めている｡

しかし一方､穀物として重要な米､小麦については需要が増加しているのに対し､生産

はほぼ構這い状態で多くを輸入で賄っている｡ FAOのTrade Year Bookによると､ 1987-

89年の期間における年平均の主要穀類輸入量は､小麦492,700トン､米380, 590トンで､

金額にすると1988年の貿易輸出額の8%､同輸入額の12%に相当している｡

コ⊥トジボア-ル国の農業生産は大別して次の2つの種類に分けられる｡

一 伝統的な農家によって農村市場を対象として栽培される食用作物生産で､主な作物

はトウモロコシ､米,落花生､キャッサバ､じゃがいも､タロ､プランテン等｡

一 輪出及び産業用の作物生産で､村落レベルで行われる産業用プランテーションが主

役を担っている｡主なものはコーヒー､カカオ､バナナ､パイナップル､アブラ

ヤシ､ヘビア(パラゴム)等｡

食用作物としてはヤム､タロ､キャッサバ､プランテンパナナ､米(水稲､陸稲)
､ミ

レット､ソルガム､トウモロコシ等極めて多種にわたるが､一般的に言って､雨量の多い

南部から西部にかけてはバナナ,米､キャッサバが多く､雨量の少ない北部に向かってト

ウモロコシ､ヤムとなり､サバンナの樹林が衰える少雨地帯ではミレット､ソルガムが主

体となる｡

水稲は18-19世紀から本格的に栽培されるようになった｡米を主食とする部族の居住す

る北西部､西部､南西部で主として谷底平野などに栽培されているほか､北部では天水に

依存する陸稲が輪･混作の一環として作られている｡収量はha当たり0.8 -1.7tで低い.
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1989年における主な作物の栽培状況は以下のようである｡

(FÅo; Production Year Book)

作物名 作付面積(1,000ha) 単収(kg/ha) 生産量(1,000t)

稲(椀)

トウモロコシ

キャッサバ

ヤキ
クロ

その他のいも類

落花生

棉花(種付)

アブラヤシ(油)

コーヒー(生果)

ココア(豆)

540

670

230

250

205

693

130

214

1, 175

1, 050

1, 092

672

5, 652

9, 480

1, 220

5,717

1, 054

1, 359

226

714

590

450

1, 300

2, 370

250

3, 962

137

290

116, 625

265

750

しかしながら､複雑な気候条件をもつ国の中央部では農業生産は不安定な状況にある｡

この地域は赤道気候とサバンナ気候の遷移地域に属し､年による降雨量の変動が大きい｡

特に､ 1982/83の早魅は顕著で､サバンナ地域では農作物が大打撃を被った｡また､近年

は農産物､特にコーヒー､カカオの輸出価格が徐々に下落している傾向にあり､国の農業

にとって好ましくない状況になっている｡

このために政肘は､米やトウモロコシ等の穀物を主とした食糧生産の増大､対外債務の

低減に資するために､特にサバンナ地域において虐概農業開発を促進しようとしている｡

これは同時に､サバンナ地域と赤道地域との問の社会･経済的格差を縮小しようという政

府の重要な狙いがある｡

政府は5カ年計画(198ト85)の中で､増加傾向にある穀物の輸入に歯止めをかけ､食糧

の自給対策として米の生産量を増大することを強調している｡

これを受けて､国の北部及び中央部を重点に米の生産を主とした農地開発に対して貴重

な投資がなされた｡

これと関連して､農業畜産資源省は大･中規模のダム建設による水資源開発プログラム

-3-



を計画した｡同省は虐政を含む全ての水資源の開発､.管理を担当している.一方､同省傘

下のコ-_トジボア-ル穀物開発公社(CIDV)は水資源開発や農民に対する普及･支援サービ

スから成る農業開発計画を基本とする漕概プロジェクトの実施を担当している｡また､大

統領直轄としてグランドトラボー(DCGT‡: Direction et Contr6le des Grands Travaux)

という機関があり､コートジポア-ル国の全ての農業開発プロジェクトの調査､監督を関

係省と協力して遂行している｡‾

2. プロジェクトの内容

2.1背 景

プロジェクト地区はコートジボアール国の中央プアケ県チエビスのNz i川の支流カン

川(Ran)流域内に位置し､サバンナと赤道気候の遷移地域にあるため気候は複雑かつ不安

定で農業生産においては恵まれた気候条件とは言い難い｡

本プロジェクトはコートジボアール国政府が農業政策(食糧増産､自給)の一つとして

取り上げているサバンナ地域の漕概農業開発の一環として､既に建設されている農業用ダ

ムを利用し､濯概稲作農業を中心として計画するチエビス地区濯概プロジェクトである｡

チエビス地区は1976年に当時のAVB (バンダマ川流域開発公社)によって計画されたカ

ン川流域濯概開発プログラムの申の一つで､チエビス(Tiebissou)に位置するクビ

(Koubi)ダムの建設で始まった｡ダムは容量12百万m3で1982年に完成した.これを水源と

して約600haのスプリンクラー感慨による果物の生産が行われた｡港概施設としてはポン

プ場(4ケ所)
､配水タンク(3ケ所) ､パイプライン等で､その他果物選果場(2棟)

ワークショップ等も併設された｡

600haの内､約2分の1にパイナップルニ約4分の1にアボガド､残りの4分の1に野

菜と米が栽培された｡

しかしながら､パイナップルの価格競争で同国南部の産地やタイ国に及ばず運営資金面

で行き詰まったこと､雇概システムが高度､複雑で気候の変動に対応したオペレーション

が農民にできなかった､等の理由により1986年にこのプロジェクトは運営中止を余儀なく
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された｡したがって現在は､貯水ダム下流に広がる水田地帯約60haの重力港概を行ってい

るのみである｡

これらの状況に鑑みて､コートジボアール国政府はダムと諸々の施設を有するカン川流

域のチエビス地区において農業プロジェクトの再興を計画するに至った｡食糧自給という

政府の目標の一助となることはもちろん､当地域の農業生産性を高め農民の収入増大に貢

献するものと期待される｡

プロジェクトの計画においては､過去の実情を考慮し､当地域の農業に適した以下の事

項が重要課題となる｡

一適切な港概システムの導入

一水利用と水管理

一施設の維持管理

一適切な作物配置

一農民の訓練(施設システムの操作と管理)

2.2 調査の目的

本調査の目的は1982年にプアケ県のカン川流域内において開発された約600haの農地の

再開発を行うことを目的としたチエビス地区濯概プロジェクトのフィジビリティ調査を行

うことである｡

再開発にあたっては既存のダム容量や土壌条件及びリバビリを行う既存施設の状況を考

慮して､畑地における穀作物と米作地帯の拡大を主眼とする｡

また､計画策定においては､地域農民に管理の可能な単純で低コストの濯概システムを

導入するよう配慮する｡

2.3 調査地域

調査対象地域は以前の開発地域を包含する約1, 500haとし､ダム容量や土壌状況を考慮

して米､他の穀物や必要に応じて地域に適する換金作物の生産に適当な面積を選定するこ

ととする｡
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2.4 F/S調査の内容

(1) F/Sの調査項目

F/Sの調査項目は以下のように想定する｡

1)地形(測量調査)

2)気象･水文

3)土壌､土地利用

4)既存の施設(インベントリー調査)

5)農業

6)水源･水利用

7)濯概･排水

8)社会･農業経済

9)農民組織

10)その他

(2) F/Sの計画内容

F/Sの計画策定の内容は以下のように想定する｡

1)気象･水文の解析

2)土壌分析

3)農業開発計画(作物転換､栽培､営農計画)

4)土地利用計画

5)漕概排水計画

6)圃場造成､道路計画

7)農産加工計画

8)付帯施設計画(収穫後処理施設､倉庫､農業機械等)

9)農民組織､農民訓練､普及計画

10)事業実施計画

11)事業費

12)事業評価
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3. 調査､計画のための専門家

(1)日本側の専門家

調査に参加する日本人専門家は次のように想定される｡

専門家

1)総括

2)副総括/感慨

3)土壌/土地利用

4)気象/水文

5)濯概排水

6)農業

7)施設設計/積算

8)経済/事業評価

調査期間(月)

現地調査 F/レポート作成

1.5 1.0

4.0 3.0

2.0 1.0

2.0 1.0

4.0 3.0

4.0 3.0

2.5 2.0

2.5 2.0

(2)コートジボアール側の専門家

コートジボアール側からはカウンタパートとして､次の専門家が現地調査に参加す

ることが予定される｡

1)農業経済

2)作物栽培

3)感慨

4)測量
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4. プロジェクト･スケジュール

チエビス地区濯概プロジェクトの調査(F/S)及び実施は以下の期間で行われること

が妥当と考えられる｡

内容 1年目 2年目 3年目 4年目

(1)F/S調査

1)現地調査

2)レポート作成

(2)実施

1)基本設計/詳細設計

2)建設
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5. 参考データ

コートジボアール国の降雨量分布
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米の生産量と輸入量の推移
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注)破線は生産量と輸入量の合計

主要作物の生産量

(1,000け)

年

作.物

19841985198619871988

ヤム 2,4702,5002,3002,4002,500

キャサバ 1,2501,2501,2501,3001,400

タロ 260260263272290

プランテンパナナ 1,0001,0001,0101,0451,100

トウモロコシ 520480420435460

米 514540560580610

ソルガム 2322222324

ミレット 4140404143

落花生 102108112116121
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添付資料- 1

基礎調査団の構成と調査日程

1.1調査員並びに経歴

掘 親和 生年月日 昭和30年8月14日

最終学歴 九州大学 昭和5 3年3月卒業

職 歴 S. 53-S. 58

S. 58-S. 60

S. 60-S. 63

S.63-H. 2

Fl. 2-現在

太陽コンサルタンツ株式会社

/′

′/

′′

//

マサンバ･ゲイ生年月日 昭和27年1 1月23日

国 籍

最終学歴

セネガル国

東京農工大学院(博士課程)

米国パーデュ大学(修士課程)

米国パーデュ大学

モロッコ国-サニア短期大学

本社技術部

本社技術部

主任技師

海外事業本部
主任技師

海外事業本部
課 長

海外事業本部
第2部次長

平成元年3月修了

昭和5 7年8月修了

昭和5 5年8月卒業

昭和5 1年7月卒業

s. 51-S. 53 セネガル国政府設備省 ダカT)レ空港気象情報官

s.57-S.60.セネガル国政府設備省 農業気象局 部 長

E. 1-H. 2.10セネガル国政府設備省 農業気象局 部 長

F. 2-現在 太陽コンサルタンツ株式会社 海外事業本部
主 幹
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1.2 調査日程

日 程 表

日数 出発地 到着地 宿泊地

12. 7 土 ダカール アビジャン

8 日

9 月

10 火

11水

12 木

13 金

14 土 アビジャン バ

1 0

15 日

16 月 成田

7ビジャン 移動日 RE-300

･′ 資料準備

･′

日本大使館､ MDRRA表敬

ヤムスクD- アビジけ-ヤムスクロ-､チ1ビス地区調査

7ビジャン ヤムスクロ--アビジャン､チエビス地区調査

〝

日本大使館､ MDRRA打合せ

〝 資料収集

移動日RK-026

機中泊 移動日Jレ406
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添付資料- 2

関係機関の面会者

(1)在コートジボアール国日本大使館

一等書記官:稲田幸三

(2) Ministere de l'Agriculture et des Ressources Animales

Mar･tin YAO KOUASSI

Koffi KOUAuE

石田 忠人

(3) Gratlds Travaux

Bernardo ROCHIER
Georges PALACIOS

(4) Ecole Nationale

ZENG8E

TIEBI

Directeur General

Responsable Perimetre Rizicole de SAEASSOU

Conseiller Technique (JICA専門家)

Directeur de l' Agriculture
lngenieur Agronome/E一udes Agricoles

Sup色rieure d'Agronomie(ENSA)
Directeur General
Directeur des E一udes

(5) ADCA賛助会員
七沢 勇:丸紅(樵) アビジャン出張所所長
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添付資料- 3

収集資料リスト

1) Atlas de C6te d'Ivoire, Editions J.A.

2)Annuaire des Statistiques Agricoles et Forestieres 1988,

DASFD (MARA)

3) Carte Geologique de la C6te d'Ⅰvoire au 1/1.000.000, D”G

4) Cartes Regulieres de la C6te d'Ⅰvoire au 1/200.000, IGCI

5) Plans d'Amenagement pour le Projet de Solomougou au 1/20.000, DCGTx

6) Plan Quinquennal de Developpment Econo皿ique Social et Culturel 1981-1985,

MPI

7) Plan de Localisation-lnventaire des Barrages Hydro-Agricole et Autres

Vocations au 1/20.000, DCGTx
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添付資料- 4

現 地 写 真
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Ouvrages de ∀idange

E占servoir du Barrage

champs de Plateau



Rizi昌res 丘ans les Bas-Ponds

Evaeuateur

I

Station de Polmpage



Ee'servoir de Distribution

Atelier

station d.e Conditionnement



添付資料- 5

現地政I附こ提出した資料(仏文､英文)
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MINISTERE DE L'AGEICULTURE ET DES RESSOURCES Ahy川ALES

DIRECTION GENERALE DE L'AGRICULTURE

COOPERATION TECHNIQUE PAR LE GOUVERNEMENT DU JAPOhT

T ERMES DE REFERENCE

DE L'ETUDE DE FA工SAB工L工TE

DU PROJET D'工RR工GAT工ON DE T工EI∋工SSOU

EEQUETE i)U GOUVERNEMENT DE LA
.qEPUBLIQUE

DE COTE D'IVOIRE

且DRESSEE AU GOTJVEfuTEHEhTT DU JAPOli

(AVRIL 1992)
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I. COIJTEXTE DU PROJET

1. Profil de la C6te d'Ivoire

/

La C6te d'=voire est situee su1- 1a c'-ote ouest du Continent

Africa土n entre 5● et loo de latitude nord et entre 3o et 9o de

longitude ouest. Elle couvre un superficie de 322.463 km2 dont

environ 12% sont utilise/s par i-agriculture et des cultu1･es

′ /

permanentes･ Des points de vue cl土mat et vegetat土on′ on peut

diffirencier entre trois zones vegetatives du Sud vers le Word:
′ ′

- ia zone c^oti昌re assez
昌troite (30 km env.) s-占tendant de

la zone c6ti.ere centrale と orientale

-

1a zone de la for'et iquatoriale d'une largeur d'environ

300 km et couvrant env. 120.000 km2

ヽ
1

1a zone des savanes dont le れord appartient a ⊥a zone a

une sa土son de plu土e (climat d土st土nct soudan土en)′ 1e sud

ヽ

se rattache a celle a deux saisons pluvieuses (climat

equatorial)′ de sorte que la partie m占diane se trouve

soumise 昌.toutes sortes dta1占as selon les fluctuations

du F工T.

Avec une assez forte croissance dimographique de 3.5% en 1980,

1a population a atteint 12,09 mi11ions en 1989. La densit;

a;mographique moyenne, sur la base des chiffres de 1989, est de

′

37 habitants au km2 avec de fortes variations regionales dont



1-ampleuエー, Selon les ch土ffres de 1975, va de 58′O personnes (Sud

et zone de ltagglomeration d'Abidjan)と 8,4 personnes (Est du

pays). Le Word lui, est caracterisi par une densiti

proportionnellement faible de 16,4 habitants au km2.

Le Produit =nt占rieur Brut (PIE)占tait de 9,95 mi11iards de

dollards U.S. en 1988, ou un revenu per cap土ta de 857 dollards

”.s.. Entre 1983 et 1988, 1e FIB est passi dTun taux annuel de

croissance de -6.1% a 5.4%. Ce developpement 占conomlque eSt

surtout ditermine par les facteurs suivants:
′

′

- de i-exterieur par le d占veloppement du prix des biens

dfexportation les plus importants cafi et cacao, tous

deux part土ellement sous forme de produits f土n土s′ et bo主s

′ ヽ

qui repモeSentent a euYL trQis, aeux tiers de 1†ensemble

des exportat土ons

- dans le pays, par des facteurs climatiques et ici en

particulier des
pr占cipitations (r占partition et quantit占s

des pluies) dams la zone des savanes

-

un flux important de moyens financiers verlant de

lt占tranger. Les chiffres pour 1984 indiquent par exemple

que la quote-part nat土onale aux 土nve5t土ssements du pays

est de 39,5% alors que 60′5% 占taient des
cr占dits

′

etran9'erS.

2



2. Le Secteur Agricole

Le secteur agricole en C∈)te dt=voire est un des 占Ie'ments

majeurS de productivit占 pour i.占conomie nationale et aussi une

ヽ

importante source de devises 占trangeres ゝ travers i-exportation

des produits qui en d占coulent. Avec la sylviculture′ i-占Ievage et

la p'eche, 1lagriculture repr占sente la base de i-existence de 72%

de la population active. Le traitement des produits agricoles

(coton, cafi, cacao) forme la pierre angulaire de 1･industrie de

transformation en C∈)te dlエⅤ○土re.

Dans 1'agriculture ivoirienne, on peut distinguer entre deux

d土rect土ons pr土nclpales:

1a pエーOduct土on de vivr土ers qui repose quas土ment

entiら1-ement entre les mains des paysans. Elle est

′

destinee tant a 1'approvisionnement des menages paysans

que des
marchis

locaux. Les cultures les plus importantes

de ce,tte cat占gorie sont le mais′ -1e paddy, i-arachide,

1Tigname, 1e manioc, 1e patate, 1e taro, et la banane

plantain

1a production agricole destin占e soit主1-exportation soit

主Ia transformation industrielle. Ici′ ce sont les

plantations industrielles qui dorninent′
comp1占te'es par la

production encadre'e au niveau villageois du cafi et du

cacao auxquels viennent s'aコOuter banane′ ananas′ palmie1-

主 huile et hevea.



Cependant, 1a productivite agricole n!est pas stable

J

particuli昌rement au centre qui est caract昌rise par un climat

assez complexe. Cette zone qui est situie dams un type de climat

de transition connaAlt des fluctuations
pluviom占triques assez

importantes. Un bon exemple est la p占riode de
s占cheresse

prononc占e de 1982-1983 dont les effets ont 占t占 resentis dams tout

le pays et tr;s particuli;rement dams la zone de savane. Un autre

prob1昌me de i-agriculture a 占t占Ie d占veloppement d占favorable du

prix des produits dTexportation, notamment cafi et cacao. par

ai11eurs′ 1es importations annuelles de riz_et de b1占 pour la

couverture des besoins de consommation n畠tionale se sont

chiffr占es de 1987 主

et 492.700 tonnes

^

1988′ 1e cout des

8% du montant ‾`total

des importatons.

1989′ en moyenne

pour le b1占(FAO

importations pour

des exportat土ons

a 380.590 tonnes pour le riz

Trade Year Book′ 1989). En

′

ces deux produits egalaient

du pays et 12% de la valeur

ce qui pr占c昌de′ a amen占Ie gouvernement ivoirien a promouvoir

ヽ

1e d占veloppement de la culture irriguee sp昌cialernent en savane

′

l ′ ヽ

visant ainsi a re/duire la dette. exterieure et a renforcer la

production nat土onale en mettant un accent partlcul土er sur les

. ヽ

cultures v土vrlereS′ nOtamment rlz et ma主s. Ces

′

17objet de preoccupations particuli;res de la

土Ⅴ○土r土ennes et sont au centre a-une pollt土que

ヽ

a augmenter et ame/=iorer leur production.

deux produ土ts font

part des
autorit占s

dynamlque qu土 Ⅴ土se

En plus de la

′

concentration susment土onnee sur la production de produ土ts

vivr土ers′ 1e gouvernement 土Ⅴ○土r土en slefforce de compense=･ 1es

cond土t土ons soc土○-econom土ques entごe le Ⅳord et le Sud du pays′ ce



dernier itant avantagi pour nombre de raisons.

′ ′ ′

Ainsi, une nette priorit; a ete accordee dans le Plan

Quinquennal de Developpement (1981-1985) toujours en cours a i?

r≦duction progressive des importations c占r占ali昌res.
Lfaccent est

surtout mis sur ltautosuffisance alimentaire et le d昌ficit

rizicole. De gros investissements ont 占t占 consentis.pour la

riziculture irriguee, en particulier dams le Nord′ pour r占aliser
′

′ ′

1es amenagements de terrain necessaires.

par ailleurs, 1e Minist;re de

Animales (MARA) a formula des

ressources en eau qu土 se sont

larges et moyens barrages.

1lAgriculture et des Ressources

programmes de de'veloppement des

′ ′

concret土ses par la const工.uCt土on de

ヽ

Le Ministere est lTorgane seul responsable du d占veloppement et

du contr∈)1e des ressources en eau pour toutes f土ns 土nclus土ves de

′

i-irrigation. MARA est appuye par une de ces ce11ules′ 1a

. ヽ

compagnie =voirienne pour le Diveloppement des Cultures VivrlereS

(CIDV)′ dans

/

basees sur

llassistance

collaboration

(dgtx), un

1';tude, du

i-占x昌cution des projets a-irrigation dans les zones

1es ressources en eau′ dans

ヽ

au monde rural. Le Ministere

avec la Direction et Contrale

l
′

QePartement de la P1-占sidence

1a vulgarisation et

trava土11e auss土 en

des Grands Travaux

qui est charg占 de

su土vl et contr51e des projets de developpement

agricole aff占rents 主Ia C∈)te d-=voire.
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II. LE PROJET

1. H土storlque du 王'rojet

Le site du projet est situi dams la region Centre qui est une

′
.

zone caractirisee par un climat de transition relativement

′

comp1;xe. L'irrigularite de la
pluviomitrie constitue un frein

considirable au de'veloppement de 1'agriculture. A ce prob1;me

pluviomitrique s'ajOute le manque a.experience des paysans dams
′ .

i
-

op占ration et la gestion des syst占mes sophistiqu占s

a-土rrlgat土orl.

Le programme de d占veloppement de i-irrigation a占t昌initi昌 dans

la Va11占e du Kan en 1976 par i-Autorite pour i-Am昌nagement de la
′

va11占e du Bandana (AVB), une
soci占t昌 nationale qui a maintenant

disparu･ Le programme a dibut; avec la construction du barrage de

Koubi dans la pr占f占cture de Ti占bissou. Ce barrage termine en 1982
′

a une
capacit占 de 12Mm3. 600 ha avaient 占t占 amenages pour la

′ ′

production de fruits princIPalement sous ir1-igation par

′

aspersion. Les infrastructures comprennent un reseau de static)ns

J ′

de pompage′ des reservo土rs′ des stations de
condit土onnement,

ateliers, etc... . La moiti& de 1'a.ire ;tait divolue a la culture

ヽ

de 1'ananas, unlquart a 1'avocat, et le reste aux 1占gumes et riz.

Le projet qui ne pouvait plus survivre face a la compe'tition de

1-ananas produ土t au Sud du pays et

′

stoppe en 1982. D'autres facteurs

les sols′ 1a soph土st土cat土on des

prob1&mes de'gestion. Aujourd'hui,

′ ′

celu土 venant de Thailand a ete

d-占chec integrent le climat,

ヽ

systらm8S d7irrlgation, et des

ヽ

a part une petite portion de



′

60 ha environ de i-iz irrigue par gravit; dams les bas-fonds, 1e

′

projet est comp1;tement abandonne.

Ainsi, 1e Governement de la C6te d'=voire accorde une priorit占

importante & 1a revitalisation de cette vallie vu les acquis du

barrage et des facilit占s qui existent d占ja sur place. Cette

revitalisation va non seulement contribuer dams les oDjectifs
′

d'auto-suffisance al土mentaire 可ue s'est f土Ⅹe王1e Gouvernement dams

son plan de D占veloppement mais elle va aussi contribuer a

amiliorer la productiviti de la zone et le revenu des paysans.

Dans cette optique′ il faudrait d占t占rminer les conditions

. I

dlutilisation des sysてemeS dTirrlgation dams ltagriculture de la

′ - ′ ′ ヽ

reglOn COnSid占rant
i-experience du

pass占.
Les bases necessaires a

′ ′

i-application de i-irrigation devraient Stre preparees:

-

s占1占ction et imp1昌mentation des systemes′

-

utilisation et maJitrise de i-eau,

-

entretien et gestion des syst昌mes′
′

- techniques culturales adaptees,

- formation des agriculteurs pour lTope/ration

et la gestion des
systBmes.

2. Te1･meS de Rifirence de 17Etude

2.1. Objet de 1-Etude

une 昌tude de f畠isabilite doit 'etre
re'alise'e pour le Projet

′



a-Irrigation de Ti占bissou. Cette 占tude aura pour objet de

revitaliser une portion des 600 ha am白nag占s en

diveloppement des cultures vivrlereS de plateau et
. ヽ

′

1'aire devolue a la culture du riz en tenant

capaciti du ban･age, des infrastructures

1982 pour le

l†extension de

compte de la

exist&ntes i

rihabiliter, et des conditions du sol.

Lt昌tude va aussi forrnuler un systteTne dtirrigation simple et
ta

rnoindre coat adapt占aux besoins de 1'agriculture de la region.
′

2.2. Å土re d†Etude

L-aire dt昌tude int昌ressera une superficie brute de 1500 ha

ヽ ′

environ dans laquelle lfaire a amenager pour la production

′

essenti旨1ement
du riz irrlgue′ dlautres c占r占ales′ et quelques

cultures de re.hte adapt占es
主Ia region de'pendra de la capacit占du

′ .

barrage et des conditions du sol.

2.3. Eliments de 1'Etude

(1) =nq･u'Letes とmener

ヽ ′

ceci consistera a collecter et v占1-ifie1･ 1es donrleeS et les

土nformat土ons ex土stant dams les doma土nes su土vants:

1) Topog■rapbie

2) Sol

3) Ut土1土sat土on des でerres

4) M占t占orologie et flydrologie

8



5) Facilit&s Existantes

6) Ag.r土culture

7)工rrigat土on et Drainage

8) Ressources en Eau

∫

9) Socio et Agro-economie (y compris Agro-indust1-ie)

10)工nst土tut土on agricole

ll) Autres

(2) Etudes ゝ mener

Les itudes suivantes seront menees pour le rapport final et la
′

formula‾ヒ土on du
projet:

1) Analyses mitiorologiques et hydrologiques

2) Analyses pidologiques

3) Plan de d占veloppement agricole′ y compris

ia rotation a.es cultures, 1a mise en valeur des

terres, et les types d'explo土tations

4) Class土f土cat土on et Util土satlon des sols et terrains

5) SystBmes d'irrigation et drainage

6) Agro-industrie

7) Mesures a-accompagnement, y cc)mpris mesures

ヽ

apres-re/colte, atelier, autres buildings et transport

8) Remise en valeur des ter1･eS, y COmPris le re'seau de

pistes agricoles, etc....

9) Inst土tut土ons rurales, formation et vulgarisat土on

/

10) Programme dlexecution du projet

ll) Estimation des co^uts



12) Evaluation du projet

III. SPECIALISTES POUR L7ETUDE

1. Spicialistes Japonais

Les specialistes japonais et leurs activites dans 17itude de
′ /

′ ′

faisabilit占 sont 占numeres comme suit:

I

lp占riodedTEtude(Mois)

Specialistes

TravailTerrain Rapport

1)ChefdeMission

I

1.5

l

1.0

2)ChefAdjoint/Irrigation 4.0 3.0

3)SoletAmenagement 12.0 !1･0
I

4)H占t占orologieet王iydrologie,2.0
ll.0

5)=rrigationetDrainage 14･0
3.0

6) Agriculture

7) Conception des Facilitis et

′ヽ

Est土mations des couts

′

8) Soclo′ Ag■ro-econom土e et

Evaluat土on du 王)rojet

4.0

2.5

2.5

3.0

2.0

2.0

/

2. Specialistes lvo土riens

/

La contrepartie ivoirienne fournira les specialistes suivants:
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1) Economiste

2) Agronome

3) =ngenieur en =rrigation

4) G;om;tre

=Ⅴ. CALENDR=ER DE TRAVAIL PREVU

Le Projet dllrrigation de Tiibissou qui incluera Etude et

Travaux de Construction est prevu se d占rouler suivant le
′

calendrier suivant:

Activites Annee

1ere
I

2eme 3eDle 4er3e

1)Etudedei I

Faisabilite

l

i

･Terraln!
I

,

.Rapport

I
I

2) Travaux

. proc;dures

(APP/APD)

Construction

ll



Ⅴ. ENGAGEMENTS A PREⅣDRE PAR LE GOUVERNEMENT DE LA COTE D†=VOIRE

AFIrJ DE FACIL=TER L-EFFICAC=TE ET LA BONNE MARCEE DE L-ETUDE,･ LA

COTE D†=VO=RE PRENDRA LES MESURES I寸ECESSA=RES POUR:

(1) assurer la sicurite des membres de la mission d7;tude;

(2) permettre aux membres de la mission a-entrer′ de sortュr

l ●

et seコOurner dams le pays en fonct土on de leurs obl土gat土ons

sur place et de les dispenser des formalitis

d.enregistrement au service des Strangers et des taxes

consulaires ;

/

(3) exonerer la mission d'itude des frais et droits de douane

sur tous les equipeme･nts′ machines et autres mat占riels
/

apport占s ou ressortis de la °ate dt=voire et qui sont

necessaires pour la poursuite de 1'占tude;
′

(4) exon占rer la mission a-占tude des imp8ts sur le revenu ou des

taxes de quelque sorte que ce soit imposis sur/ou en rapport

avec les 占rnoluments ou les frais de mission et ind占mnit占s

/

verses aux membres de la mission pour leur travail effectu占

dans le cadre de 1';tude menee,･

′

(5) accorder les facilit占s n占cessaires 主Ia mission pou1･ 1a

rem土se et l'ut土1土sat土on des fonds dams le pays′ et en

provenance du Japon dams le cadre de la poursu土te de

1'itude;

ユ2



(6) procurer des laisser-passer pour les propri占t占s priv占es ou

/ J

les zones interdites a-acces necessaires 主Ia bonne marche

de i-占tude,･

(7) autoriser la mission d'占tude 主 recuei11ir toutes les

donnees′ documents et mat占riels relatifs主Ite'tude en
′

c∈)te a-ⅠⅤ○土re et de les envoyer au Japon;

(8) fournir tous les soins m占dicaux requis. La d占pense sera

laiss占e
ta
la charge des membres de la mission.

Le Gouvernement de la C:)te d-工Ⅴ○土re devra supporter les

pla土ntes ゝ 1'encontre des membres de la mission japonalse pouvant

s-占Iever ou r占sultant
des
activit占s

menees dams le cadre de
/

1'itude, excepts lorsque de telles plaintes risultent
d'une

nigligence grosslere Ou dfune faute lourde de la part de lfun des
.
ヽ

membres de la mission.

La D.G.A. devra servir a-agence interm占diaire とIa mission et

assurer un r'ole de coordination avec les autres organisatit'ns

gouvernementales et non-gouvernementales concerne'es afin

d-assurer une bonne application de i,占tude r占alisee.
′
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Le gouvernement de la CJLote dl=voire prend llengagement que tous

/ /

1es points abord占s dans le present document seront respectes pour

un bon d占roulement de i,e'tude de d占veloppement r占alise'e par la

mission d7占tude Japonaise.

Pour le Gouvernement..........

llTOM.‥.‥...‥..‥‥‥..‥..

ヽ

Fait a........LE......... T=TRE.......................
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工. BACKGROUND

1. Profile of C6te dTIvoi1-e

ce)te a-=voire is located in the western coast of the African

Continent betvJeen 5o to 10o north latitude and between 3u to 9o

west longitude. Cらte dtlvoire has.322,463 km2 of national land

with agriculture and permanent crops using 12% of this land. Frorn

the standpoints of climate and vegetation, three vegetative zones

can be d土fferenc土ated from south to north:

-

the narrow coastal zone(30 km wide) extending

eastward from the centre

- the equatorial forest zone(300 km wide)

covering about 120,000 km2

-

the savannah zone with the north belonging to

an area of one rainy season (d土st土nct soudanean

climate), whereas the south joining with the zone

of two rainy seasons (equatorial climate) leaves

the central part in a transition zone てマhich is

subjected to diverse cl土mat土c fluctuations.

With a relatively high groTITth rate of 3.5% in 1980′ the

population stands at 12.C)9 mi11ion (1989). Population density

amounts to 37 土nhab土tants per sq.km and 土s very unevenly

distributed. Population concentration ranges according to the



1975 Census from
･
58.0 persons/km2 (south and Abidjan

agglomeration), to 8.4 persons in the east. The north and centre

of the country are cba工･aCter土zed by a proportionally low density

of 16.4 persons/km2.

The Gross Domestic Product(GDP) in 1988 was US $ 9,950 mi11ion,

meaning US $ 857 per cap土ta. The period between 1983-1988 sho∇s

the GDP annual gross rate vary from
-6.1%

to 5.4%. This economic

development 土s mainly determined by the following factors:

-

marked increase of the price of exported goods

sucll aS COffee′ cacao and timber which account

for 2/3 of total exportation

-

gooa rainfall distribution in the savannah zone

- irBPOrtant influx of foreign investment,･ 60.5%

against 32.5% accounting for national investment

土n 1984.

2. The Agricultural Sector

TheJ agricultural sector in Cote a-Ivoire is one of the major

productlv土ty components of the national economy and also an

important source of foreign currency through the export of its

products. Agriculture, forestry, cattle rearing and fishery

involve about 72%- of the active population. Transformation of

agricultural products (cotton, coffee, cacao) cQnStitutes the
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milestone of the industry.

Agricutural production is geared towards two main directions:

-

production of food supplies which depends solely

on the tごad土ticnal farmers who supply the local

markets. The main crops are malze′ r土ce. ground

nuts, cassava, potatoes, taro and plantain.

-

product土on for expoごtat土on and 土ndustr土es. This

refers to industrial plantations which are more

dominan.t. These are completed at the village level

by the production of cof王ee′ cacao′ banana′

p土neapple′ palm oil and hevea.

However, the agricultural productivity is not stable specially

in the centre which is characterized by a complex climate. This

zone which is located in a type of transition climate experiences

many 王1uctuat土ons ln rainfall. A good example 土s the pronounced

drought of 1982/1983 whose effects have been felt in the whole

country particularly in the savannah area. Another negative

effect to agriculture has been the gradual decline of the price

of exported 9'00aS′ namely coffee and cacao.工n addition, rice and

wbeat 土mportat土on to meet the country consumption needs amounted

fl-Om 1987 to 1989 to a yearly avel-age Of 380,590 tons for rice

and 492,700 tons for
wheat (FAO Trade Year Booiこ′ 1989). The

importation cost of these two products alone accounted in 1988 to

8% and 12% of respectively Total Export and Total Import Values.



The government, therefore, intends to promote the irrigated

agricultural development specially in the savannah zone to help

reduce the foreign debt and increase the production of food

stuff, mainly rice and maize cereal crops･ This also goes along

with the government preoccupation
to reduce the socio-economic

gap between the savannah and the forest area･ The latter having

for many reasons more advantages than the former･

=t has then set forth in its Five Year National Development

plan(1981-1985) still in progress the will to stop the gradual

increase ih the importation of cereals.
A great emphasis

is put

on food self-sufficiency and rice deficit. Important investments

have been realized spec土ally 土n the north and centre to develop

the necessary land for mainly irrigated rice･

=n this connection, the I^1inistry of Agricultu1-e and Animal

Resources (MARA) has formulated the wate1･ resources developmerlt

programmes through construction of large and medium sized dams･

MARA is solely responsible for the development and management

of water resources for all purpose inclusive of irrigation･ On

the other hand, the Agricultural Service for the Development of

cereal Crops (CIDV) at the same Ministry is responsible for the

implernentation of the irrlg･ation projects at areas based･ on the

I.lTater resources development and agricultural development

programmes consisting of extension and supporting services to

farmers. The Ministry also works in close. collaboration with

=Direction et Contr81e des Grands TravauxM (dcgtx) a department
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of the Presidency vJhich is in charge of study and control of all

agricultural development projects Pertaining to C6te d'=voire.

工工. THE I)ROJECT

1. Backg1-Ound of the project

The project area is located in the centre which is an area

characterized by a relatively complex transition climate.

Rainfall fluctuations constitute a considerable dravback to the

development of agriculture. Rainfall problem is compounded by the

farmers'1ack of experience in rrLanaglng sophisticated irrigation

systems.

Irrlgation development programs 同hich were initiated in the 王くan

Valley in 1976 by AVB, a national company which is no more

existing today, started vJith the construction of the Koubi dam

located at Tiebissou prefecture. The dam which has a capacity of

12 Mm3 was terminated in 1982. 600 ha were developed for mainly

fruit production under sprinkler irrigation and included a

network of pumping stations. reservolrS′ Stations for the

conditioning of fruits, workshop, etc＋. flalf of the area was

devoted to pineapple, 1/4 to Avocadro, and the remaining area to

vegetables and rice production. The project was stopped in 1986

due to competition from the pineapple pI-Od.uced in the south c･f

the country and. Thailand. Other factors included climate and

〕



so土1′ ○ver-soph土sticat土on of the sprinkler irrigation systems and

poor management. Today, apart from rice which is produced on a

small portion, 60 ha irrigated by gravity in the lower valley,

the project site has been completely deserted.

With these considerations in mind, the Government of Cate

dt工Ⅴ○土re g■土ves a bign pr土or土ty to the revitallzat土on of tlle

Valley given the capacity of the dam and the existing facilities.

Revitalization of the Valley will not only contribute to the goal

of food self-suff土c土ency the Governnlent has set fortb 土n its

Development Plan but vJill also help in improving the productivity

of the area and in bettering■ tbe farmers-income.

工n this 王ramework′ 土t should be studied the cond土t土ons upon

which irrigation systems should be used in the agriculture of

this reglOn taking into account past experience. iNTecessary bases

should be prepared 王or the appl土cat土on of 土rr土gat土on:

- cboice and 土mplementat土on of systems

-

water use and management

-

maintenance and management of systems

-

appropriate cropping Systems

- training of farmers for the operation aha management

of the systems.
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2. Terms of Reference of the Study

2.1. Objective of the Study

でhe objective of the study 土s to conduct the feasibility study

of Tiebissou =rrigation Project in order to revitalize parts of

the area of 600 ba developed 土n 1982 土n the Ran Valley at

Tiebissou.

This revitalization wi11 specia11y take into account the

development of upland cereal crops and the extension of the area

already devoted to rice cult土vat土on′ cons土dering the capacity of

the dam, the existing facilities to be rehabilitated, and soil

cond土t土ons.

The study 'FJill also formulate a simple and lovJ cost irrigation

system easily manageable by the local farmers.

2.2. Study Area

Tbe study 土s to cover a p⊂止ential area of about 1500 ba from

which the area to be selected for the production of specially

rice. other cereals′ and poss土bly some cash crops adapted to the

area wilュ depend on the dam capacity and soil conditions.



2.3. Components of Feas土b土1土ty Study

(1) Survey for ど/S

This will involve the fo11o甲ings:

1) Topography

2) Soil

3) Land Use

4) Meteorology and Hydrology

5) Ex土st土ng■Fac土1土t土es

6) Agriculture

7) Irrigation and Drainage

8) Water Resources

9) Socio and Agro-economy(including agro-industries)

10) Farmers organlzat土on

ll) Otbers

(2) ど/S 工tems

The following items wi11 be studied to formulate the final

project plan and to prepare the final ど/S report:

i) Meteo1-Ological and. bydrological analysis

2) Soil analysis

3) Ag1-icultural development plan,

土ncludlng crop d土verslf土cat土on′ cult土vation and
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farrning

4) Land use plan

5) Irrigation and drainage plan irl the field

6) Water resource plan

7) Agro-processing plan

8) Supporting facilities plan,

including post-harvesting, warehouse, other

buildings, transportation

9) Land reclamation, including farm road netwo1･k,

etc...

10) Farmers organization, training and extension

plan

ll) Project implementation plan

12) Project cost estimation

13) Project evaluation

工工Ⅰ. S王)ECIAユニSTS FOR THE STUDY

1. Japanese Specialists

Japanese specialists that will be dispatched for the study are

considered as follows:
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Speciaユ土sts Study Period (Month)

Field Survey Period F/S Report

1) Team Leader

2) Sub-Leader/Irrigation

3) Soil and Land Use

4) Meteorology and Eydrology

5) Irrigation and Drainage

6) Agriculture

7) Facility Design and Cost Estimate

8) socio, Agro-economy and

Project Evaluation

1.5 1.0

4.0 3.0

Z.0 1.0

2.0 1.0

4.0 3.0

4.0 3.0

2.5 2.0

2.5 2.0

2. ⅠⅤ○土rian Spec土al土sts

As a counterpart staff′ the Ivoirian specialists 打i11 include:

1) Economist

2) Agronomist

3) Irrigation Engineer

4) Surveyor

=Ⅴ. EXPECTED PROJECT PROGRESS SCHEDULE

The Tiebissou =rrlgation Project, including Study and

Construction Works is expected to proceed according to the

following tentative schedule:
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Activities Year

1st 2nd 3rd 4th

1)巴旦

.FieldStudy

.F/SReport

i
L

トー

2) Construction

Works

. Procedure

(BD′ DD)

Construction

Ⅴ. UNDERTAKING OF THE GOVERNMENT OF COTE Df=vO=RE

エn order to facilitate a smooth and eff土c土ent conduct of the

Study, the Government of C6te d'=voire shall take the necessary

measures:

(1) to secure the safety of the stud,y team

(2) to permit members of the study team to enter, leave and

ll



1-ejoin in C6te a-=voire in connection with the resignation

therein, and exempt therm from alien registration

requirement and consular fees

(3) to exempt the study team from taxes duties and other

charges on equipment, machinery and other materials

b1･Ought into
and out of C6te dT=voire for the conduct of

the study

(4) to exempt the study team from土nc?me tax and charges of any

kind 土mposed on or ln connection with any emoluments or

allowances paid to the members of tlle Study team for their

serv土ces 土n connect土on ∇土th the 土mplementat土on of the study

(5) to pr.ovide necessary-facilities to the study team for

remittence as well as utilization of the funds introduced

to c6te d'ⅠⅤ○土re from Japan 土n connection ∇土th the

lmplementat土on of the study

(6) to secure perm土ss土on for entry 土nto private propret土es or

restricted a工､eaS fo工■ the conduct of the study

(7) to secure perm土ss土on 王or the study team to take all data′

documents and necessary materials related to the study out

of C'5te a.=voire to Japan,･ and

(8) to provide medical se1-Vices as needed and its expences will

be chargeable to members of the study team.
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The Government of C8te dl=voire shall bear claims, if any arise

against member(s) of the Japanese study team resulting from,

occuring in the course of or otherwise connected with the

discharge of their duties in the implementation of the study,

except when such claims arise from gross negligence of willful

misconduct on the part of the member of the study team･

D.G.A. sball act as counterpart ag.ency to the Japanese study

team and act also as the coordinating body in relation with other

governmental and non-governrnental organisations concerned for the

smooth 土mplementat土on of the study.

でhe Government of Cらte dI工Ⅴ○土re assured that the matters

referred to in tbls form ∇土11 be ensured for a smooth conduct of

the Development Study by the Japanese Study Team･

Signed:

T土tle:

on behalf of the Government of the Republic of C8te d-Ivoire

Date:
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